編集後記 by 桑田, 次男
〔千葉医学 50，71，1974J 
〔編集後記〕
鈴木五郎先生の巻頭言にありますように，長い歴史 く〉
の重みを背負った本誌も第 50巻を迎えました。千葉医 
学会会員の学問的活動の発表の場のーっとしての本誌の
役割は決して少なくないことを確信し，種々困難な間
題も前途に山積していますが編集委員会としましでも
一層の努力を重ねる所存です。第 50巻を期して誌名を 
「千葉医学会雑誌」から「千葉医学雑誌」に改め，欧文
誌名を簡潔に“ CHIBAMEDICAL ]OURN AL "と
しました。それにともない，表紙もこのように attractive
なものに改めました。それには，表紙のパターンで会員
の注目を惹こうとする意図もありました。そのような発
想が必ずしも orthodox でないことは百も承知してお
ります。昨年の 10月に創刊 150年の記念号を発行した
イギリスの有名な医学雑誌“ Lancet" は昔も今も白い
表紙に黒い文字で， かたくなな位に伝統を守っていま
す。しかし，近年種々の学術雑誌の表紙が明るくなって
きたことも事実です。本誌も内容の充実に努めると共に
表紙の変貌を意図した次第で，会員の方々の共感を得ら
れれば幸いです。 
Lancet誌は 1823年の 10月 5日の日曜日に第 l巻 1
号が刊行されたものです。それは世界で最も古い医学雑
誌の一つであり，現在では毎週 5万部以上が購読者のも
とに発送されているとのことです。オーストラリアの碩
学 Burnet 卿は著書“ Dominant Mammal-The 
Biology of Human Destiny" をまとめ上げるにあた
っての参考文献として，過去 50年間読み続けてこられた
“Nature" と“ Lancet" を挙げています。 general
journalとしての“ Lancet" において尽きることのな
い医学上の切実な問題の提起を読みとってこられたこと
と推察されます。“ Lancet"誌のような一般誌の要求
される理由としては， modern multidisciplinary ap-
proach to medical practice and researchが上げら
‘れましょうし， “Lancet"の読者としての共通性があ
りとすれば， above-average share of curiosityがあ
げられようと editorが指摘しています。
私がここに“ Lancet" を引き合いに出して本誌を論
じるのは大変おこがましい次第です。しかしながら，本
誌も特定の医学分野のための専門誌ではなく，医学全般
を対照とする雑誌ですし，隔月刊ではありますが multi-
disciplinary approach to medical practice and 
resea:rchにいささか役立つことを信じ， また編集委員
としてそのように努力を重ねているものです。本学会の
会員の方々には above-averageshare of curiosityを
もって本誌の編集に respond して頂きたいと切望する
ものです。。昨年 5月 12日に開催された本学会総会において承
認されました通り， 昭和 49年度の本学会々費は現行の 
2，000円から 3，000円に値上げされます。用紙， ならび
に印刷代の値上げなど止む得ない事情がありますのでご
協力頂きたいと思います。編集委員会としましては，会
費以上に価値ある雑誌の発行を目指して努力致しており
ます。 編集委員長桑田次男
